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【当該国際機関で働く邦人職員】

ポストの名称 職　員　氏　名 備　　考

国　　　　名

ドイツ

米国

日本 2,750

10.03%

  国際再生可能エネルギー機関（IRENA)

36.25%

5.15%

1.91%

0.16%スウェーデン

300

8,849 56.46%

【注：当該国際機関の会計年度】
当該国際機関の会計年度は毎年１月から１２月末までとなっている。したがって、我が国とは会計年度が異
なっているため、拠出率の扱い等については暦年となっている。

【当該国際機関の財政（２０１３年予算）】(単位：千米ドル)

会計検査機関名：Deloitte and Touche（現在の構成員の出身国：）

拠出率（％）（注）

【任意拠出金の拠出上位５ヶ国等　（２０１３年のもの）】

金額（千ドル）

当該年度の総支出額： 30,708千ドル

次年度への繰越額：      7,112千ドル

当該年度の総収入額： 37,820千ドル

2013-A

　国際機関名
（英語略称）

　邦人職員数
　うち幹部以上

【邦人職員が占めている幹部ポスト（Ｄポスト以上）】

　うち　　0　人

　国連（事務局）　　　　　国連（基金・計画）　　　　　国連専門機関　　　　　その他　　　

【当該国際機関の本部所在地・活動目的等の概要】
本部所在地：C67 Office Building, khalidiyah(32nd) Street, P.O. Box 236, Abu Dhabi, United Arab Emirates
活動目的：次の（a）及び（b）に掲げる事項を考慮しつつ、あらゆる形態の再生可能エネルギーの利用が広
範に行われ、かつ、増大すること及びその利用が持続可能であることを促進する。
（a）各国の国内の優先事項。再生可能エネルギーの普及及びエネルギー効率向上のための措置が組み合わされた
取組から得られる利益
（b）次に掲げる事項に対する再生可能エネルギーによる貢献
・天然資源に対する圧力を限定し、並びに森林減少（特に熱帯におけるもの）、砂漠化及び生物の多様性の
喪失を減少させることを通じた環境の保全
・気候の保護
・経済成長及び社会的な結束（貧困の軽減及び持続可能な開発を含む。）
・エネルギー供給へのアクセス及びその供給の安定
・地域の開発
・世代を超える責任

22.00%

15.67%

　当該機関全体の職員数
　及び邦人職員が占める率 　　5.88　　　　％

1,760

1,449

1,344

金額（千ドル） 拠出率（％）（注）

3,861

英国

フランス

8.26%

7.66%

5,682

807

　　　4　　　人 　　　68　　　人

25

【分担金・義務的拠出金の拠出上位５ヶ国等　（２０１３年のもの）】

国　　　　名

UAE

ドイツ

日本

アイスランド

  International Renewable Energy Agency

種　　　別

 【所管官庁担当局課・室名】経済産業省、外務省、農林水産省

英文名称


